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残念の至りなり。此日我軍破れしかども我戦士
の勇敢なる戦闘振は能<敵の心胆を寒からしめ，
我四高柔道部の為に万丈の意気を挙げしは痛快
なり。
１０月３１日天長祝日。稽古を休みて聖寿の無窮
を祈る。
１１月１日日曜，稽古体。
11月２日出席する76の非常に少し。
11月３日我部主催一中対二中紅白勝負を行ふ。
稀に見るの好試合，両軍遺憾なく得意の業を出
して大奮闘する状，実に壮観を極む゜－中大将
を残して勝つ。
11月４日選手負傷病気の為欠席する者多く，笹
だ振はず゜
11月５日選手紅白勝負を行ふ(13人対戦結果
省略：大久保）
11月６日練習猛烈を欠く。
11月７日有段者対無段者稽古を行ふ゜（有段者
４人が，無段者９人と次々に対戦，破れたら交
代，大津は10人，駒井は9人と対戦している：大
久保。対戦結果省略)，此日青島陥落，祝勝大コ
ンパを開く。
11月８日日曜，稽古体。
11月９日練習梢活気を欠く。勇気を鼓舞せんが
為に五人抜きを行ふ。
11月１０日青島陥落，祝勝提灯行列。
11月１１日元気なし。
11月１２日出席者多く大元気。寝技一本勝負を
行う。（紅白戦：大久保，対戦結果省Ⅲ各）
11月１３日欠席甚だ多し。
11月１４日軍容既に整い，選手は意気愈昂る。
此日は当地官県立学校連合軍を迎へて戦ふ゜(連
合軍は医専，－中，二中，師範２５人，囚高２２
人：大久保，対戦結果省Ⅱ各）
鎧袖の一触だにも価せずと予期されし連合軍の
奮戦，敵ながら天晴れ。只敵の大将今井初め医
専の選手が当日に至り一言の通知もせず欠席せ
しは吾人共の何の故あるか甚だ解釈に苦しむ所
あり。顧みて我軍の奮闘振りを見るに，勝つに
は勝ったが近く洛陽の|庫頭に覇を争はんとする
ものの成績としては誠に貧弱の誇りを免れず。
殊に我軍の中堅が－中久村の為撫で切られ小冠
者をして徒に名を成さしめしは返す返すも遺憾
の極なり。我柔道部末代までの恥，吾人は有間
記せざるべからず，吾人の重任を顧みて，吾人
は憤慨せざるべからず，今回の恥を思う時に。
n月１５日日曜稽古体
]１月１６日一昨日の試合に奮起せる選手の練習
は元気流れ革新の気概にi張る。
１１月１７日猛烈を極む。
Ⅱ月１８日今日より選手の一本勝負を行ふ゜(其
成績は表に記せり，之には番外取組の成績のみ
かくかくしかじか）（対戦結果省Ⅲ各：大久保）
11月23日南下確定す（太字）京大より公式
案内状来る｡本日は新嘗祭なれど,稽古を行ふ゜
（対戦結果省略：大久保）
１１月24日久しく不安に襲はれし選手も今や南
下確定し，活気俄に加はりしを覚へたり。（対戦
結果省略：大久保）
11月25日本日より夜間稽古を行ふ。午後六時
一八時迄。選手皆出席，愉快。有段者対無段外
紅白勝負を行う。（駒井12人対戦，対戦結果省
略：大久保）
11月26日特筆することなし
11月27日時習寮柔道部師範に遠征す。村澤，
中村，菱沼の我選手目覚ましき武者振りを見せ
て彼の大変連中に－泡ふかせしは痛快。
ｎ月２８日稽古午後三時より始む゜雪降る。終
りて大コンパを開く。猛檸は飯をⅡ食らい猛檸は
豚汁を平らぐ。
11月29日稽古甚だ振はず，選手疲労の気味あ
り
１１月３０日・１２月１日・’２月２日平凡
12月３日在京大,我先輩清水君来らる。熱心に
稽古をなして被下れたり。
12月４日明治大学武道部選手新免三段,多田二
段，吉田初段，武道修業の途，本校訪問，無声
堂に於て午後三時より稽古す。終りて歓迎の意
を表して茶話会を開く。
12月５日稽古例の如し
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１２月６日稽古例の如し
I２月７日稽古例の如し
I２月８日選手確定す
大津武敏駒井重次
初段森長四郎大後勝廣櫻井金吾
ほか'０名（省略筆者）
補欠伊知地三郎ほか４名
マネージャー山下輝夫以上
１２月９日～１３日
試験漸く近くして稽古にも自然其結果表れ梢活
気を欠く。蓋し止むを得ざるへし。
１２月１４日最後の稽古日，武徳会に行き，巡
査ともと恩ふが，悉く投げ飛ばして選手に自信
を持たすの一助とす。
１２月１５日,１６日稽古休む。
試験中は試験終了後道場に行き随意に稽古をし
て（約半時間）別に出席を取らず。
１２月２４日
此日試験終了，雪降れり。時習寮生徒諸君の醗
大なる送別会に招かれ，前途を祝せらる。午後
七時桂月集合，八時尾山神社参拝，武運長久を
祈る。寮生通学生諸君の提灯を手にして一隊に
附せられて南下の歌を高唱しつつ停車場に向ふ。
停車場に於ける光景は実に壮観を極めり。生徒
監の訓辞を恭ふし応援隊長の送別の詞を受<，
寮代議員は庭球部選手一同より立派なる花環を
受けたり。花環は感謝の辞なくとも感涙の流れ
出る警なり。七百の校友はかくの如き熱誠を以
て我らを南の方洛陽の陣頭に送る。士は己を知
る者の為に死す，我らは死んでも校友のこの多
大の期待に背いてはならぬ。午後十一時過ぎ発
車。
１２月２５日
午前八時過ぎ京都着。多数の先輩の出迎えを受
け吉田町保養館に入る。午後先輩諸君主催の下
に大学集会場にて開かれたる南下軍歓迎会に招
かる゜終って大学道場にて稽古をなせり。先輩
にもお願いせり。
１２月２６日
此日野球部五高と戦ふ。剣道部とともに応援に
行く。午後大学道場を借りて稽古をなす。
１２月２７日武徳殿にて稽古。（午前-'－－時）
１２月２８日同
１２月２９日
此日剣道部は大坂高医人高を破りて意気吊る。
我部は戦友の目覚ましき活動を見ては只彼らに
劣らんざらんと稽古も身が入り勇気正に七高を
呑み六高を呑む，明日は初めての戦い午後九時
就寝。此日七高対六高戦ありて七高六高を破れ
り。参観に行く。
１２月３０日
愈戦ふ時が来た。午後一時六高対四高戦開士さ
る。審判磯貝七段佐村六段，此日天晴れ意気更
に昂る。試合の成績左の如し。（15人，対戦結果
省略）
１２月３１日
午前九時試合開始対七高戦。審判磯貝七段佐村
六段，（１５人，対戦結果省'１１各）
かくて我部は六七高を倒して優勝せり。其夜は
盛大なる祝勝会を開きて牛飲馬食す。午後九時
解散。
大正４年元旦午前八時金沢駅に凱旋す｡(試合の
評価と彙報は部報）
練習日誌は以上のように記されている。
４戦記（部報）
次に試合の評価について「部報」を見てみよ
う。
「一度南下して洛陽の地を踵晒し愉安の夢にの
み耽れる都人士を戦I標せしめて以来，我が部は
沈黙を守ること既に久しく，今や軍容整ひ鯵勃
たる雄心禁ずる能わず。戦士脾肉の嘆に堪えざ
る時，今十一月二十三日，京大柔道部は微を我
に飛ばして第一回各高等学校柔道大会に参加せ
んことを求め来れり。幾度か伝えられては中止
せられ吾人を失望せしむる事久しかりし優勝試
合は遂に事実となりて現れ来り゜我図南の宿志
を伸ぶる絶好の機は到来しぬ。選手が鉄腕為め
に鳴り熱血為めに躍れり。
三ケ月に亘る猛烈なる練習を終へ凍雨罪々と
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して降る十二月二十四日午後九時軍容堂々愈々
南下の途に上れり。我百の校友が口々に浴びせ
る熱誠篭る奨励と嘱望の言葉は，深く我等が神
霊に触れて選手が面影決死の色を帯くり。
翌二十五日午前八時京都着。!懐しき多数の先輩
諸君に迎へられ直に吉田UIT保養館に入れり。其
夜は大学集会所にて開かれたる盛なる南下軍歓
迎会に招れたり。二十五日以後，三十日まで五
日間は我等は大学道場或は武徳殿に於て練習を
続け傍ら野球部，剣道部の応援に過したり。
かくて愈々我静かに無声堂に於て殿へし鉄腕を
振ふの日は来れり。
（中略）
七高対四高優勝試合
三十一日午前九時試合開始。審判磯貝七段佐村
六段。（中略，双方１５人ずつの対戦を行う：筆
者）
この日の合戦，引き分けを数ふる十有三，必勝
を期した同士が命づくの戦闘なれば精気の相う
つ所火をも出すかと怪しまれたり。七高軍敗れ
たりといえども軍容堂々負けて尚其勇の称すべ
きものあり。我軍大将大津，総長代理磯貝七段
より優勝旗を受く。鳴呼名刀一度鞘を払へば紫
電一閃必ず血を見る，我一度南下して，洛陽の
地は遂に吾人が躁珊に委し終んぬ。凱歌声裡旗
を擁して引上ぐれぱ，細雨静かに降り出でて戦
場を弔うが如し｡」
以上に見るように，明治４０（1907）年の第２
回南下戦における優勝から，柔道部は南下の機
会を待ちこがれていたことが分かる。以後何度
か大会開催の声は挙がったが，実現にはいたら
ず，大正３年１１月２３日，京大柔道部が第一回
各高等学校柔道大会開催を呼びかけ，四高柔道
部をはじめ各高等学校がこれに応じたことにな
る。柔道部以外に，野球，剣道部，庭球部も同
様であった。この南下が確定した後の選手１５
名，マネージャー外４名の柔道部員たちの練習
は高揚した気分とともに，練習内容も一段と活
気着いていることが分かる。定期試験の終わっ
た１２月２４日，雪の中を時習寮生徒の送別会に
招かれ，午後八時尾山神社参拝し「武運長久」
を祈願している。そこから校友が提灯を手にし
て｢南下の歌｣を歌いながら金沢駅まで見送り，
そこでまた最後の激励会が行われている。生徒
監の訓辞，応援隊長の送別の詞，答礼と,思われ
る花環の授与などが行われている。｢七百の校友
はかくの如き熱誠を以て我らを南の方洛陽の陣
頭に送る。土は己を知る者の為に死す，我らは
死んでも校友のこの多大の期待に背いてはなら
ぬ｡｣南下選手たちの感激と高揚した気分の程が
分かる記述である。列車は午後Ⅱ時過ぎ発車，
京都着が翌朝８時であるから，９時間を要する
夜行列車であった。京都には凹高から京都帝大
に進んだ先輩たちがおり，寄宿舎等で南下軍を
受け入れ，面倒を見ていたことが分かる。こう
した南下軍やインターハイの開催には，同門の
人的つながりや寄宿舎などの設備とともに，明
治後半にいたって鉄道や通信など交通・通信情
報網の整備が進んだことを指摘しておきたい。
5．簡単なまとめ
大正３年の柔道部の日誌からは次のことが指
摘できる。
1部の運営は部員による自主活動であり，学校
が指導者を配置していたわけではない。
2.練習は１０月から１２月の３カ月に集中してい
る。（１２月冬休に南下遠征試合が組まれたこと
による）
3.練習日，練習時間とも短期，短時間である。
4.欠席者が比較的多い。また「活気なし」の日
も多い。
5.対外試合決定により意欲が1喚起され練習も活
性化されている。
このように，四高柔道部が全国高専大会で七
連覇を遂げ始める大正３(1914)年の日誌を検討
すると，初期には比較的練習時間も短く，合理
的かつ常識的活動内容であったことが指摘でき
よう。
今後こうした練習日誌，対戦記の内容分析の
積み上げと経時的推移によって旧制第四高等学
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校柔道部員たちの行動や意識を歴史的な文脈の
中で読みとることができるのではないかと考え
ている。
史，東洋館出版，１７２頁
3)坂上康博(2001)，１こつぼん野球の系譜学,青弓社，
２３７頁
4）上田正行（1987）『北の海」四高時代から見る，特
集井上靖の世界，国文学解釈と鑑賞，昭和62年１２
月号，122頁
5）戸松信康「四高柔道部概史｣，四高同窓会（1967)，
囚高八十年，268-306頁
主な引用。参考文献
I）高橋佐門（197411日制高等学校における運動競技
について，旧制高等学校史研究１号，20-41頁
2）岸野雄三・竹之下休藏（1959)，近代日本学校体育
